
　
崇
善
小
学
校
の
北
側
に
あ
る

市
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
浅
間
町
4
―
39
）は
、
学
校
生

活
で
の
困
り
事
の
相
談
・
支
援

に
特
化
し
た
施
設
で
す
。
１
階

に
あ
る
面
接
室
で
は
、
臨
床
心

理
士
の
資
格
を
持
っ
た
職
員
や

教
員
経
験
者
が
、
相
談
員
と
し
て
日
々
、
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、

学
校
生
活
や
子
育
て
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。
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次

平塚市の人口と世帯数
＜令和3年1月1日現在（   ）内は前月比＞

人　口 257,412人…（ー94）
世帯数 113,６27世帯…（＋24）

１〜３面…　　　�心のもやもや　話してみませんか…学校に行けない・友達ができないなどの
学校生活での困り事を話してみませんか。
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手洗いで感染症を防ごう！
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市
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
障
が
い
や
不
登
校
な
ど
、
保

護
者
や
学
校
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
悩
み
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
５
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
で
あ

る
教
育
相
談
は
、
保
護
者
と
子
ど

も
そ
れ
ぞ
れ
に
相
談
員
が
付
い
て

話
を
聞
き
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
相

談
で
様
子
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ

て
来
所
相
談
に
切
り
替
え
ま
す
。

子
ど
も
は
、
相
談
員
と
一
緒
に
お

も
ち
ゃ
な
ど
で
遊
び
な
が
ら
話
を

　
学
校
に
行
け
な
い
、友
達
が
で
き
な
い
な
ど
、学
校
生
活
で
不
安
な
こ
と
が

出
て
き
た
と
き
は
、抱
え
込
ま
ず
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　　

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
36
―
６
０
１
２

心
の
も
や
も
や

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

す
る
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
相
談
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
元

年
度
は
、
電
話
274
件
・
来
所
331
件

で
し
た
。

　
「
児
童・生
徒
や
保
護
者
が
困
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
心
理
学
の

視
点
も
交
え
て
一
緒
に
解
決
策
を

考
え
て
い
き
ま
す
」と
話
す
の
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
木
村
光
子
相
談

員
。臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
ち
、

同
セ
ン
タ
ー
開
設
時
か
ら
教
育
相

談
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
を
担
当
す
る
相
談
員

は
9
人
。「
心
理
学
の
世
界
は
日
々

研
究
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
悩
み

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
自
ら
研
修
会
に
参

加
し
た
り
、
相
談
員
同
士
で
お
薦

め
の
本
を
紹
介
し
合
っ
た
り
し
て

研
さ
ん
を
積
ん
で
い
ま
す
。
相
談

員
に
よ
っ
て
得
意
分
野
が
違
う
の

で
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
相
談
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
」。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
職
員
が
在
籍
し
、

協
力
し
て
問
題
を
解
決
し
ま
す
。

例
え
ば
、
相
談
を
受
け
る
中
で
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
と
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
持
っ
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
利
用
で
き
る
市

の
制
度
の
説
明
や
手
続
き
の
案
内

を
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
内
容
は
、
不
登
校

や
発
達
の
不
安
を
は
じ
め
、
友
達

に
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。「
学
校
生
活
の

悩
み
以
外
に
も
、
1
日
に
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
い
時
間
を
親
子
で
ど
う

や
っ
て
話
し
合
っ
た
ら
い
い
か
、

携
帯
電
話
の
使
い
方
の
ル
ー
ル
を

ど
う
決
め
た
ら
い
い
か
、
と
い
っ

た
家
庭
内
の
話
も
出
て
き
ま
す
」。

相
談
員
は
、
話
の
中
か
ら
子
ど
も

の
状
況
を
知
る
手
掛
か
り
を
探
し

ま
す
。「
保
護
者
に
は
、
そ
の
時
の

お
子
さ
ん
は
ど
ん
な
様
子
で
し
た

か
、
と
尋
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
他
に
も
、す
ぐ
迷
子
に
な
る
、

よ
く
ケ
ガ
す
る
な
ど
具
体
的
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
集
中
的
に
聞
き
ま

す
」と
木
村
相
談
員
。

　
「
勉
強
が
苦
手
」と
い
う
こ
と
一

　初めて教育相談に行ったのは、息子が中学校１年生の時です。中
間テストが終わった６月くらいから学校に通えなくなってしまいま
した。もともと緊張しやすく、コミュニケーションが苦手な子だっ
たんです。小学校６年生の時に担任の先生に勧められて病院を受診
すると、自閉症スペクトラムと診断されました。医師からは、学校
に行きたくないと言われたら無理に登校させなくて平気ですよ、と
言われていたのですが、小学校には通えていたので「ついに、この
日が来たか」と思いましたね。中学校の先生やスクールカウンセラー
に相談していたものの、学校に通えないままでいいのだろうか、と
悩んでいたときに、担任の先生から子ども教育相談センターを紹介
してもらったんです。
　最初、教育相談に行くのは勇気が必要でしたが、今は気兼ねせず
に訪れています。相談していると、あっという間に時間が過ぎてし
まいます。心配事を話せば答えが返ってくるので、気持ちが楽にな

プレイセラピーでは相談員（写真左）と子どもが
遊びながらコミュニケーションをとります

相談員同士でフォローしながら対応します

つ
と
っ
て
も
、
勉
強
の
ど
の
部
分

が
苦
手
な
の
か
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

中
か
ら
見
つ
け
て
い
く
と
言
い
ま

す
。「
学
習
自
体
が
苦
手
、
読
み
書

き
だ
け
が
苦
手
、
言
葉
だ
け
で
説

明
さ
れ
る
の
が
苦
手
な
ど
、
千
差

万
別
で
す
。
保
護
者
か
ら
話
を
聞

い
た
り
、
時
に
は
心
理
検
査
を
し

た
り
し
て
子
ど
も
の
特
性
を
つ
か

ん
で
い
き
ま
す
」。
そ
の
子
の
特

性
に
応
じ
て
、
短
時
間
で
勉
強
し

た
方
が
い
い
の
か
、
時
間
を
た
っ

ぷ
り
取
っ
た
方
が
い
い
の
か
な
ど

得
意
な
取
り
組
み
方
法
を
探
し
、

声
掛
け
の
仕
方
な
ど
を
保
護
者
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
心
理
検
査
を

し
た
場
合
、
保
護
者
の
許
可
の
下

で
、
結
果
を
学
校
の
先
生
に
も
伝

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
授
業
の

方
法
や
宿
題
の
出
し
方
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
う
ま
く
い
く
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
」と
言
い
ま
す
。

　
相
談
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
今

の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
と
思
え
る
こ

と
が
大
事
だ
と
木
村
相
談
員
は
言

い
ま
す
。子
ど
も
と
の
相
談
で
は
、

本
人
が
好
き
な
音
楽
や
漫
画
な

ります。話を聞いてもらうところがあると
いうのはありがたいです。
　息子も最初はとても緊張していたのです
が、相談に通い始めて半年ほどたった頃から、自ら出掛ける準備を
するようになりました。息子を担当している相談員さんが優しく接
してくれるおかげで、緊張しなくなってきたみたいです。以前は「学
校に行かなきゃ」「こんなに休んでいていいのか」と、家にいてもつ
らそうでした。センターに相談に行くと「通っている」と思えるよう
で、本人も楽になっているようです。
　学校に通っていた時のつらそうな姿を見てきたので、無理をさせ
ない、ということを今は一番に考えていますね。息子は今も家から
外に出たがりません。親としては、日の光を浴びさせたいとか、外
に出たら気持ちが変わるんじゃないかと思うけど、息子にとっては
つらいことなんですよね。最近それが分かってきました。

一
緒
に
考
え
る
場
所

「
ど
ん
な
子
な
ん
だ
ろ
う
」を

専
門
知
識
を
集
め
提
案

話
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を

自
分
を
受
け
入
れ
る

「相談の秘密は守りますので安心して
来てください」と木村相談員

現相談者◎中学校２年生の石川祐也さん（仮名）の母親、由紀子さん（仮名）

話すことで気持ちが楽になりました

↓
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市子ども教育相談センター

神田陽一所長

　気になることがあったら、気軽にお電話ください。
電話　月〜金曜日、午前９時〜午後５時
来所（予約制）　月〜金曜日、午前１0時〜午後５時
問　子ども教育相談センター☎3６―６0１3（相談専用）

　息子が小学校２年生のときに初めて相談
に行きました。人の目をとても気にする子
で、学校に行くことがだんだんとつらく

なってしまったんです。私は週に１回のペースで面談をして、息子
はプレイセラピー（２面中段右写真）を受けていました。学校も参加
できる授業は出たり、登校しても教室に入れないときは保健室に
行ったりして通っていました。遠足や運動会といった行事が苦手
だったので、中学校の入学式に出たときは驚きました。後から思う
とすごく頑張っていたんだと思います。それがゴールデンウイーク
あたりで力尽きちゃったみたいで、中学校１年生の途中から学校に
行けなくなりました。
　相談を重ねる中で、適応指導教室くすのき（右囲み）に通うことに
なったんです。学校じゃなくても、どこかで楽しめる居場所があれ
ばいいなって。そう思えるまでには時間がかかりましたけどね。く

　近年、子どもや保護者の悩みは多様化しています。
困っている子どもや保護者のために、学校はもちろん、
いろんな機関が連携して支えていくことが必要です。
例えば、特別支援学校・児童相談所・市役所・病院な
どの専門機関と連携して、困っている人に寄り添って
いく。その役割を担っているのが子ども教育相談セン
ターです。
　一回の相談で、簡単に解決するようなことはほとん
どありません。悩み事はいろんな要素を含んでいるの
で、少しずつひも解いていかなければいけないからで
す。保護者や子どもが安心して生活していけるように
なるには時間が必要です。時間がかかることを心配さ
れるかもしれませんが、相談に来た方が安心できるま
では丁寧に関わっていきたいと職員全員が思っていま
す。私たちも最後まで一緒に考えます。困り事がある
方は、ぜひ一度お電話ください。

　
市
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
小
・
中
学
校
に
週
１
・
２
回
、

決
ま
っ
た
曜
日
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

西
田
紗
也
子
さ
ん（
左
写
真
）は
小

学
校
１
校
、中
学
校
２
校
を
担
当
。

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
仕

事
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
学
校
生
活
に
対
す
る
相

談
に
乗
る
こ
と
で
す
。
他
に
も
、

教
室
を
巡
回
し
て
普
段
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
見
て
い
ま
す
。
最

近
様
子
が
気
に
な
る
子
が
い
る
、

と
先
生
か
ら
伺
っ
て
見
に
行
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
子
ど
も
か
ら
は

友
人・親
子
関
係
や
勉
強
の
悩
み
、

保
護
者
か
ら
は
不
登
校
の
相
談
や

発
達
の
偏
り
な
ど
が
多
い
そ
う
で

す
。「『
自
分
以
外
に
も
同
じ
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
す
か
』

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は

な
い
と
感
じ
る
と
安
心
さ
れ
る
方

が
多
い
で
す
ね
」と
西
田
さ
ん
は

言
い
ま
す
。「
一
人
で
悩
み
を
抱
え

込
む
と
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
混

乱
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
絡
み
合
っ
た
ひ
も
を
ほ
ぐ
し

て
、
一
本
ず
つ
に
戻
し
て
い
く
よ

う
に
、
一
緒
に
考
え
る
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
と
思
い
な
が
ら
話
を

伺
っ
て
い
ま
す
」。

　
子
ど
も
に
よ
っ
て
つ
ら
さ
を
訴

え
る
サ
イ
ン
は
違
い
ま
す
。「
違
和

感
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
保
護
者
と
の
面
談
で
子
ど
も

の
様
子
を
思
い
返
し
て
い
た
だ
く

と
、
何
か
お
か
し
い
と
は
感
じ
て

い
た
も
の
の
、
気
に
す
る
ほ
ど
の

こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
、
実
は
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
」と
西
田
さ
ん
。「
例
え
ば
、
よ

く
泣
く
よ
う
に
な
っ
た
、
お
ね

し
ょ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ど
、
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、『
で
き
る
の
に
ど
う

し
て
や
ら
な
い
の
』と
叱
る
前
に
、

子
ど
も
の
気
持
ち
や
理
由
を
聞
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
や
り

取
り
の
中
で
お
互
い
に
気
付
き
が

生
ま
れ
、
次
の
一
歩
に
つ
な
が
り

ま
す
」と
続
け
ま
す
。

　
「
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
各
校
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
各
校
、
相

談
室
直
通
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
不
在
日

で
も
、
留
守
番
電
話
設
定
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
必
ず
連
絡

し
ま
す
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

ど
、
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ど

ん
な
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る

の
か
を
聞
く
そ
う
で
す
。「
自
分
が

一
体
ど
ん
な
人
な
の
か
を
本
人
が

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
自
分
で
い

い
ん
だ
、
と
本
人
が
受
け
入
れ
ら

れ
た
ら
一
番
い
い
で
す
ね
。
相
談

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
自
分
ら
し

さ
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る

と
、
日
常
生
活
も
主
体
的
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

すのきに慣れるのも時間がかかりましたが、くすのきの先生たちが
息子のために別室で過ごせる場所を作ってくださり、徐々に通える
ようになりました。成長するごとに新しい問題が出てきて、悩むた
びに相談員さんに話を聞いてもらっていました。話したいことが毎
回たくさんありましたね。話していく中で、息子はこういうことが
苦手なんだって発見できましたし、なにより私自身の心の安定につ
ながりました。ここで話を聞いてもらった後は「よし、もう少し頑
張るか」という気持ちになれました。
　進学先は息子本人が決めるということを大切にしました。自分の
ペースで通える高校を選び、今は普通に通えています。息子が決め
るまで時間はかかりましたが、待って良かったと思います。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

違
和
感
を
大
切
に

不登校になった子どもが少人数の集団活動を通じて社会生活
（学校）に適応できるようになることを目指す教室。市子ども
教育相談センターの２階にあります

適応指導教室
くすのき

「いろんな相談が来ます」と話す西田さん

巡回中は積極的に声を掛けるといいます

相談室は子どもたちが来やすいように
絵本やおもちゃを置いています

↓

元相談者◎高校２年生の横山健斗さん（仮名）の母親、志保さん（仮名）

これがこの子のペースなんだって思えた

相談者をみんなで支えていきたい

学
校
で
も
相
談
で
き
ま
す

教育相談を利用するなら
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た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル

の
核
と
な
る
具
体
の
対
応
方
針
を

定
め
る
計
画
で
す
。

③
市
学
校
施
設
の
個
別
施
設
計
画

（
素
案
）　
長
寿
命
化
を
基
本
と
し

た
改
修
や
再
編
に
関
す
る
基
本
方

針
を
定
め
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
の
計
画
で
す
。

④
こ
れ
か
ら
の
市
図
書
館
運
営
の

あ
り
方（
素
案
）　
中
央
図
書
館
・

地
区
図
書
館
・
移
動
図
書
館
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
示
し
、
令
和
３

～
12
年
度
に
取
り
組
む
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

募　

意
見
・
必
要
事
項（
団
体
の

場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
も
）

を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、３
月
９
日
ま
で
に
、

①
②
は
本
館
４
階
の
資
産
経
営
課

☎
21
―
８
７
６
３

０
１
２
０
―

７
０
４
５
８
９

shisan@

③
は

本
館
７
階
の
教
育
施
設
課
☎
35
―

８
１
１
５

０
１
２
０
―
７
０
４

５
８
９

k-shiset@

④
は
〒
254

―
0041
浅
間
町
12
―
41
中
央
図
書
館

☎
31
―
０
４
２
９

31
―
９
９
８

４

library@

（
④
は
各
図
書
館

へ
直
接
提
出
も
で
き
ま
す
）―
へ
。

就
活
応
援
相
談

　
就
労
支
援
の
プ
ロ
に
相
談
で
き

ま
す
。

　
２
月
９
日
・
16
日
、
３
月
２
日

の
火
曜
日
、
午
前
10
時・11
時・↓

　
「
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

お
店
な
ど
に
撮
影
の
お
願
い
の
電

話
を
し
て
、
写
真
を
撮
り
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
に
声
を
掛
け
て
、
被
写
体
に

な
っ
て
も
ら
っ
た
写
真
も
あ
り
ま

す
」と
話
す
の
は
、
平
塚
学
園
高

校
２
年
生
で
写
真
部
の
部
長
、

渡わ
た
な
べ邉

望
美
さ
ん
。「
話
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
ず
に
、
撮
影
を
断
ら
れ
て

落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

け
ど
ね
」と
苦
笑
い
し
ま
す
。

　
同
部
に
は
18
人
が
所
属
し
、
普

段
は
写
真
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
た
り
、
文
化
祭
・
体
育
祭
を
は

じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を

校
内
に
掲
示
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
つ
い
最
近
は
、
民
間
企
業
主

催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
作

品
が
入
賞
し
た
と
い
う
、
う
れ
し

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
ご

意
見
を

　
案
の
内
容
は
、
２
月
８
日（
月
）

～
３
月
９
日（
火
）に
、市
ウ
ェ
ブ・

本
館
５
階
の
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
・
各
公
民
館
・
各
図
書
館
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

方
に
郵
送
も
で
き
ま
す
。

①
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
改
定
素
案
）　
公
共
施
設
・
イ
ン

フ
ラ
施
設
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、
最
適
な
管
理
運
営
を
実
現
す

る
た
め
の
計
画
で
す
。

②
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画

（
素
案
）　
各
施
設
の
長
寿
命
化
の

募
　
　
集

応
募
方
法
は

５
面　
　
　

い
連
絡
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
渡
邉
さ
ん
は「
こ
の
１
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
思
う

よ
う
に
外
出
で
き
な
か
っ
た
り
、

学
校
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ

た
り
と
、
写
真
を
撮
る
場
面
が
少

な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。
１
年
生

に
撮
影
し
て
も
ら
う
機
会
も
少
な

く
て
、
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
」と

振
り
返
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
て
い
る
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
な

ど
で
撮
影
す
る
と
い
い
ま
す
。
渡

邉
さ
ん
は「
も
と
も
と
写
真
を
撮

る
の
が
好
き
で
し
た
。
家
に
あ
る

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
で

撮
る
く
ら
い
の
趣
味
程
度
で
し
た

が
、
せ
っ
か
く
な
ら
部
活
動
で
も

や
り
た
い
と
思
っ
て
、
一
眼
レ
フ

を
買
い
ま
し
た
。
入
部
し
た
て
の

い
う
点
で
、
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
写
真
展
で
は
、
会
場
で
来
場
者

に
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

も
ら
い
、
ど
の
作
品
が
良
か
っ
た

か
を
ウ
ェ
ブ
上
で
投
票
し
て
も
ら

う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
と
い
う
渡

邉
さ
ん
。「
昨
年
展
示
し
た
和
菓
子

屋
さ
ん
の
写
真
に
投
票
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
、『
久
し
ぶ
り
に
今
日

買
っ
て
帰
り
ま
す
』と
い
う
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
来
場
者
と

お
店
が
写
真
を
通
じ
て
つ
な
が
っ

た
と
知
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

「
最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か

ら
か
、
暗
い
話
題
が
多
い
で
す
よ

ね
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
写

真
を
見
て
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
」。

#h
ヒ ラ ツ カ グ ツ ド

iratsukagood写真展  高校生とコラボ

　
２
月
５
日（
金
）〜
19
日（
金
）に
、
平
塚
学
園
高
校
の
写
真
部
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
写
真
展
を
開
き
ま
す
。
高
校
生
が
感
じ
る
平
塚
の

良
い
と
こ
ろ
を
撮
っ
た
写
真
を
、
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

問
　
広
報
課
☎
21
―
８
５
５
６

高
校
生
か
ら
見
た

▶
後
輩
と
一
緒
に
、
校
内
の
掲
示

物
を
作
る
渡
邉
さ
ん（
右
）

▼
掲
示
物
の
文
字
は
全
て
手
書
き

で
す

24
枚
に
分
割
し
た
写
真
を
慎
重

に
貼
り
合
わ
せ
ま
す（
平
塚
学

園
高
校
写
真
部
提
供
）

頃
は
、
ど
う
や
っ
て
撮
っ
た
ら
う

ま
く
い
く
の
か
、
先
輩
に
よ
く
聞

い
て
い
ま
し
た
ね
」と
当
時
の
こ

と
を
思
い
返
し
ま
す
。

力
作
を
見
て
ほ
し
い

　
写
真
展
の
目
玉
作
品
は
、
１
枚

の
写
真
を
分
割
し
、
Ａ
３
用
紙
24

枚
に
印
刷
し
て
貼
り
合
わ
せ
た
大

写
真
。
印
刷
に
は
６
時
間
ほ
ど
か

か
り
、
ず
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に

す
る
の
も
大
変
な
作
業
だ
と
い
い

ま
す
。「
プ
リ
ン
タ
ー
を
一
度
止
め

て
し
ま
う
と
、
次
に
印
刷
す
る
時

に
は
色
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
一
気
に
印
刷
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
元
の
写

真
を
24
分
割
す
る
の
に
も
１
㍉
㍍

単
位
の
調
整
が
入
っ
て
い
て
、
貼

り
合
わ
せ
る
作
業
に
も
精
度
の
高

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
技
術
と
経

験
が
必
要
な
作
業
で
す

が
、
こ
れ
は
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
て
い
る
ん
で

す
」と
渡
邉
さ
ん
。
顧

問
の
内
河
勝
彦
先
生
は

「
写
真
を
撮
る
と
い
う

の
は
個
人
競
技
に
近
い

も
の
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
し
か
し
、
大
写
真

を
み
ん
な
で
作
る
と
い

う
の
は
共
同
作
業
。
部

全
体
が
一
つ
に
な
る
と

大
写
真
の
試
作
品
を
見
て
、「
顔
の
周
辺

は
、
特
に
慎
重
に
貼
り
合
わ
せ
な
い
と

ね
」と
確
認
し
合
っ
て
い
ま
す

展
示
作
品
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
①
花
に
囲
ま
れ
②
思
わ
ず
か
じ
る
③
深
ま
る
秋

１

2 3

「
ひ
ら
つ
か
」

　平塚学園高校写真部が撮影した写真14枚と、市とスルガ銀行サイクリ
ングプロジェクトの連携事業「ひらつかL

ら ら
aLaぽた」で、市内を自転車で

巡って撮った景色やグルメなどの写真25枚を展示します。
　2月5日（金）～19日（金）午前11時～午後8時（19日は午後4時まで）。ラス
カ平塚（宝町1―1）。

問　　広報課☎21―855６
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所·氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8６8６平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　2月8日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp　
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

豊原分庁舎
（消防仮庁舎）

午
後
１
時
・
２
時
・
３
時（
各

回
50
分
）。
勤
労
会
館
。
15
～
49

歳
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
各

回
３
人（
先
着
順
）。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

事
業
承
継
相
談
Ｄデ

ー
Ａ
Ｙ

　
２
月
８
日
～
22
日
の
月
曜
日
、

午
前
10
時
・
11
時
10
分（
各
回
１

時
間
）。
８
日
・
22
日
は
本
館
３

階
318
会
議
室
、
15
日
は
本
館
５
階

産
業
振
興
課
。
事
業
承
継
を
検
討

し
て
い
る
中
小
企
業
、
各
回
１
社

（
先
着
順
）。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
５
階
の
産

業
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
を
、

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
事
業
承

↓

　新型コロナの影響により、広報ひらつかに掲載してい
る記事の内容が急きょ変更される場合があります。各記
事の内容や実施する場合の感染症対策など、詳しくは市
ウェブをご覧いただくか、記事の末尾に記載している電
話番号へお問い合わせください。
　また、各イベントなどに参加したり、公共施設を訪れ
たりするときは、出掛ける前に自宅で体温を測り、マス
ク着用の上、手洗い・うがいや手指消毒をするなどの感
染症対策をしてください。

継
セ
ン
タ
ー
☎
03
―
５
４
０
８
―

５
５
０
６

03
―
５
４
０
８
―
５

５
０
７

info@
jigyousyouk

ei.co.jp

へ
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
公

募
委
員

　

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
３
年

間
。
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
、

65
～
74
歳
の
方
１
人
、
40
～
64
歳

の
方
１
人
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
１
人

（
選
考
）。
①
市
内
に
１
年
以
上
在

住
②
４
月
１
日
時
点
で
40
～
74
歳

③
市
の
ほ
か
の
付
属
機
関
の
委
員

で
は
な
い
④
平
日
に
開
く
会
議
に

出
席
で
き
る
―
な
ど
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
・
各
公
民
館
・
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
２
月
５
日（
金
）～

３
月
５
日（
金
）に
、
本
館
１
階
の

介
護
保
険
課
☎
21
―
８
７
９
０

kaigo@

へ
。
メ
ー
ル
は
件
名
を

「
介
護
保
険
運
営
協
議
会
公
募
委

員
申
し
込
み
」に
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
・
歴
史
講
座

　
土
曜
日
、
午
後
２
時
～
３
時
40

分
。
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記

念
館
。
各
30
人（
先
着
順
）。

命
の
ビ
ザ　
杉
原
千ち

畝う
ね
と
そ
の
周

辺　
昭
和
15
年
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で

ユ
ダ
ヤ
人
に
ビ
ザ
を
発
給
し
て
、

６
０
０
０
人
余
り
を
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
の
迫
害
か
ら
救
っ
た
杉
原
千
畝

と
そ
の
時
代
を
考
え
ま
す
。
３
月

６
日
。

平
塚
空
襲
に
つ
い
て　
平
塚
に
壊

滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昭
和

20
年
の
空
襲
が
、
平
塚
の
歴
史
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か

を
考
え
ま
す
。
13
日
。

募　
講
座
名（
両
方
も
可
）・
必
要

事
項
を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
、
社
会
教
育
課
☎
35
―

８
１
２
４

34
―
５
５
２
２

k-shakai@

へ
。

囲
碁
級
位
認
定
大
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　
３
月
７
日（
日
）午
後
０
時
20
分

～
５
時
10
分
。
勤
労
会
館
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以

上
の
級
位
者
50
人（
抽
選
）。
１
０

０
０
円
。

募　
必
要
事
項
・
年
齢
・
現
在
の

級
位（
市
外
在
住
の
方
は
在
学
・

在
勤
先
も
）を
、
は
が
き
で
、
２

月
20
日（
土
）ま
で
に
、
〒
254
―
0045

見
附
町
31
―
10
ま
ち
づ
く
り
財
団

文
化
事
業
課
☎
32
―
２
２
３
７

へ
。
ま
ち
づ
く
り
財
団
ウ
ェ
ブ
で

も
申
し
込
め
ま
す
。

　仕事の選び方や、子どもの預け先のことなどをオンラインで講
義します。詳しくは市ウェブをご覧ください。
　3月19日（金）午前10時～正午。市内在住・在勤で、市内で就職
を希望する女性40
人（先着順・市内
で育児をしている
方を優先）。
募　氏名・電話番
号を、メールで、
本館5階の産業振
興課☎21―9７58
sangyo-s@へ。

記事の内容が
変更される

場合があります

再就職応援セミナー

市ウェブサイトや広報ひらつかに
広告を出しませんか

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

広
報
ひ
ら
つ
か

　令和3年度の広告を募集しま
す。広告は広告主が作成し、作
成費用は自己負担です。掲載位
置は選べません。詳しくは市
ウェブをご覧ください。

１
枠
縦96㍉㍍・横59㍉㍍
6万２,０００円

３
枠
縦96㍉㍍・横178㍉㍍
14万4,０００円

２
枠
縦96㍉㍍・横118㍉㍍
1０万３,０００円

４
枠
縦96㍉㍍・横２３7㍉㍍
18万6,０００円

　発行部数は各号約11万5,000
部で、市内の全戸にポスティン
グで配布しています。掲載は毎
月第3金曜日号の4～７面など。
料金は右下表のとおり。各号8
枠（抽選、掲載期間・掲載枠の
多い事業者と市内の事業者を優
先）。
募　市ウェブや本館4階の広報
課☎21―8７６1 koho@にある申込
書と広告のデザイン案を、郵送・
メールまたは直接、①は3月15
日（月）②は2月15日（月）までに、
同課へ。

　トップページの下段に掲載し
ます。縦６0ピクセル・横120ピ
クセルのGIFまたはJPEG形式の
ファイルで、容量は5㌔バイト
以内。18枠（公共機関を優先す
るなどの条件があります）。月
額は、1枠当たり3万円、継続６
カ月以上で2万７,000円、継続1年
間で2万4,000円。

①市ウェブサイト

②広報ひらつか

女性の
ための
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い
の
ち
と
暮
ら
し
の
相
談
会

　
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
・
精

神
科
医
・
保
健
師
な
ど
の
専
門
職

に
、
心
の
病
や
経
済
的
な
悩
み
な

ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

　
３
月
10
日（
水
）午
後
５
時
・
６

時（
各
50
分
）。
中
央
公
民
館
。
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
各

回
３
組（
先
着
順
）。

募　
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
希
望
時
間
帯
・
相
談
内
容
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

５
面　
　
　

２
月
５
日（
金
）か
ら
、
福
祉
総
務

課
☎
21
―
８
７
７
９

21
―
９
７

４
２

fukushi@

へ
。

家
族
介
護
教
室

　

テ
ー
マ
は「
意
外
と
知
ら
な
い

お
口
の
こ
と　
お
い
し
い
ご
飯
も

歯
み
が
き
次
第
」で
す
。
介
護
・

看
護
の
専
門
職
が
、
口こ

う
腔く

う
ケ
ア
の

重
要
性
を
講
義
し
ま
す
。

　
３
月
９
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
正
午
。
な
で
し
こ
の
里
リ
ハ
ビ

リ
ひ
ら
つ
か（
東
八
幡
４
―
19
―

３
）。
福
祉
・
介
護
事
業
所
の
関

係
者
を
除
く
、
市
内
在
住
の
要
介

護
者
を
介
護
し
て
い
る
方
ら
８
人

（
先
着
順
・
４
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
）。
筆
記
用
具
・
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
。

募　
電
話
で
、
月
～
土
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
な

で
し
こ
の
里
リ
ハ
ビ
リ
ひ
ら
つ
か

☎
23
―
７
０
４
５
へ
。

高
齢
者
住
ま
い
探
し
相
談
会

　
賃
貸
住
宅
を
探
し
て
い
る
高
齢

者
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
２
月
18
日（
木
）午
後
１
時
30

　地域で子育ての手伝いをしたい方に向けて、ファミリー・サポー
ト・センターの活動を説明します。市内在住の20歳以上の方。先着順。
　2月15日（月）～19日（金）、
午前10時・午後1時30分・3時
（各回1時間）。17日（水）午前
10時と19日午前10時の回は福
祉会館で各回5人、そのほか
はファミリー・サポート・セ
ンター（南豊田381）で各回3人。
募　電話で、2月8日（月）午前
9時から、ファミリー・サポー
ト・センター☎34―7844へ。

男の料理教室
　料理を始めるきっかけを探している男性向けの
教室です。
　2月19日（金）午前10時～正午。福祉会館。市内
在住の60歳以上の男性6人（先着順）。エプロン・
三角巾・布巾・タオル・筆記用具。600円。
募　電話または直接、2月5日（金）から、福祉会館
☎33―2333へ。

糖尿病予防クッキング教室
　食生活のポイントを、講話と実習で学びます。
　3月17日（水）午前10時～午後1時。保健センター。
市内在住・在勤・在学の方15人（先着順）。エプロ
ン・三角巾・布巾。500円。
募　電話または直接、健康課☎55―2111へ。

親子で朝ごはんクッキング教室（写真）
　簡単にできて栄養満点の朝ご飯を、親子で楽し
く作ります。
　3月20日（祝）～22日（月）、午前10時30分～午後1
時。保健センター。市内在住の、5・6歳の未就学
児（2人まで）と保護者、各日6組（抽選・初めての
方を優先）。エプロン・三角巾・タオル・飲み物。
1人当たり300円。
募　第1・2希望日、全員の必要事項・子どもの年
齢（小学生以上の兄弟姉妹の参加を希望する場合
はその旨も）を、はがきで、3月1日（月）までに、
〒254―0082東豊田448―3健康課☎55―2111へ。

子育て支援会員の説明会

大庭塚（豊田地区）
　桓武平氏の流れをくむ大

おお

庭
ば

景
かげ

宗
むね

の次男・景
かげ

俊
とし

が、平安時代の終わ
りごろ豊田本郷付近に館

やかた

を構え、豊田を姓としました。文治4年（1188
年）、豊田にあった景宗の墓が盗賊の墓荒らしに遭い、副葬品を盗
み取られたと『吾

あ

妻
づま

鏡
かがみ

』に記録されています。この墓は大庭塚として、
わずかな五輪塔などが痕跡をとどめています。

社会教育課☎35―8124

地域の

再発見
魅力

公
民
館
ま
つ
り

　
公
民
館
活
動
の
１
年
間
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
今
年
は
飲
食
物

の
模
擬
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開
催

し
な
い
公
民
館
も
あ
り
ま
す
。
日

程・内
容
な
ど
、詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　　　
　
中
央
公
民
館
☎
34
―
２
１
１
１

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
開
始

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
持
ち
込

み
は
、
事
前
予
約
制
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
電
話
予
約
の
み
で
し
た

が
、
市
ウ
ェ
ブ
で
も
予
約
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
　　　
　
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
☎
22

―
４
５
５
７

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　
手
作
り
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
並
び
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
作
っ

た
料
理
や
ラ
イ
ブ
演
奏
が
楽
し
め

る
、
平
塚
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
青

お
知
ら
せ空市

で
す
。

　
２
月
14
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問
　　　
　
ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

市
営
火
葬
場（
聖
苑
）の
都
市

計
画
変
更
案
の
縦
覧

　
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

　
２
月
８
日（
月
）～
22
日（
月
）。

本
館
６
階
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
。

問
　　　
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
☎
21
―

８
７
８
１

経
済
セ
ン
サ
ス
の
調
査
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

　
店
舗
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
従

業
員
数
や
売
り
上
げ
を
調
査
す
る

書
類
の
配
布
な
ど
を
し
ま
す
。
活

動
期
間
は
４
月
下
旬
～
６
月
。
申

し
込
み
は
２
月
26
日（
金
）ま
で
。

申
し
込
み
時
に
面
接
を
し
ま
す
。

要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　　　
　
行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５
４

障
が
い
年
金
受
給
者
の
児
童
扶

養
手
当
の
算
出
方
法
を
変
更

　
３
月
分
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当

の
額
と
障
が
い
年
金
の
子
の
加
算

部
分
の
額
と
の
差
額
を
、
児
童
扶

養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
本
館
１
階
の
こ
ど
も
家

庭
課
で
説
明
し
ま
す
。
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持

ち
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　　　
　
こ
ど
も
家
庭
課
☎
21
―
９
８

４
４馬

入
ふ
れ
あ
い
公
園
と
総
合

公
園
が
停
電
し
ま
す

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園　
ひ
ら
つ
か

サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
、
馬
入

サ
ッ
カ
ー
場
管
理
棟
を
含
め
、
園

内
の
ト
イ
レ
・
水
道
・
自
動
販
売

機
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
電
話
も

通
じ
な
く
な
り
ま
す
。
２
月
15
日

（
月
）午
前
９
時
～
午
後
２
時
。

総
合
公
園　

各
施
設
が
停
電
し
、

園
内
の
ト
イ
レ
・
水
道
・
自
動
販

売
機
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
仮
設

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。
22
日

（
月
）午
前
９
時
～
午
後
４
時
。

問
　　　
　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

↓

参加しませんか
に料 理 教 室
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市民相談

　図書館をより良くするために活動する、市
図書館協議会の委員を通算5期10年務めた加
藤利雄さん。長く委員として活動してきた原
動力は「本が好き。これに尽きるね」とほほ笑
みます。任期中は移動図書館誕生のほか、大
学や他市図書館との提携などの提案をし、図
書館活動に貢献しました。その活動が評価さ
れ、昨年12月に図書館法施行70周年記念図書
館関係者表彰で文部科学大臣表彰を受賞。「自
分自身が1番びっくりしました。図書館に携
わってきた方々のおかげです」と喜びます。
　加藤さんは「本は自分の世界を作ることが
でき、同じ文章でも読む人によって、想像す
る世界観が異なる。これが本の面白さですね」
と本の魅力を語ってくれました。

本の楽しさ伝えたい
加藤　利雄さん

市図書館協議会
元委員

分
～
４
時
。
福
祉
会
館
。
５

人（
先
着
順
）。

募　
電
話
で
、か
な
が
わ
住
ま
い・

ま
ち
づ
く
り
協
会
☎
045
―
664
―
６

８
９
６
へ
。

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
疲
れ
を
癒
や
し
、
介
護
者
同
士

で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
２
月
17
日（
水
）午
前
９
時
30
分

市民情報・相談課☎21-8764
市民相談室

◇�市民生活　月～金曜日、
午前8時30分～正午・午後
1時～5時
◇�法律（予約制）　水・木曜
日、午後1時～4時
◇�行政　3月1日（月）、午後1�
時～4時
◇�税務（予約制）　2月26日
（金）午後1時～4時
◇��登記・供託（予約制）��2月�
12日（金）午後1時～4時
◇�測量・境界（予約制）��2月�
12日（金）午後1時～3時
◇�多重債務（予約制）　2月9
日（火）午後1時～4時
◇�年金・社会保険・労災（予
約制）　2月9日（火）午後1
時～4時
◇�許認可各種届出（予約制）
3月2日（火）、午後1時～

4時
◇�不動産（予約制）��2月19日�
（金）、3月5日（金）、午後
1時～4時
◇�分譲マンション管理（予
約制）　2月22日（月）午後
1時～4時
◇�住宅（新築・リフォーム）��2月�
16日（火）午後1時～4時
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター
崇善小学校北側☎36-6013
◇�来所（予約制）　月～金曜
日、午前10時～午後5時
◇�電話　月～金曜日、午前
9時～午後5時
こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇�こども総合相談　月～金
曜日、午前8時30分～午
後5時
◇�母子・父子相談　月～金
曜日、午前10時15分～午

後5時
こども発達支援室くれよん
こども家庭課☎32-2738

◇��こどもの発達相談（来所・
予約制）　月～金曜日、
午前8時30分～午後5時

豊田分庁舎☎ 34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
談・情報提供　月～金曜
日、午前10時～午後3時

青少年会館☎34-7311
青少年相談室

◇�青少年相談��火～土曜日、�
午前10時～午後6時30分
◇�ヤングテレホン相談（青
少年専用）�☎33−7830
　�火～土曜日、午前10時～
午後6時30分
◇�ヤングメール相談（青少
年専用）　 y-soudan@

福祉総務課☎21-8779
保健福祉総合相談

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前8時30分～午後5時��

地域包括ケア推進課☎20-8217
高齢者健康相談

◇�来所（予約制）　月～金曜
日、午前9時30分～正午・
午後1時30分～5時

栗原ホーム☎35-6175
成年後見利用支援センター

◇�来所・電話　月～金曜日、
午前9時～正午・午後1時
～5時

保健センター☎55-2111
ヘルスアップ相談

◇�来所（予約制）　2月12日
（金）・24日（水）、午後1
時～3時

勤労会館☎32-3355
就労相談

◇�来所（予約制・先着4人・
1人50分）　2月10日（水）・
24日（水）、午後1時～4時
50分

くらしサポート相談☎21-8813
くらしサポート相談

◇��来所・電話　月～金曜日、
午前8時30分～午後5時��

文化・交流課☎25-2520
出入国管理・在留資格相談

◇�来所（予約制）　2月24日
（水）午前9時～正午

文化・交流課☎25-2520
外国籍市民相談

◇�来所　14言語。対応言語
や日時は市ウェブをご覧
ください。
消費生活センター
市民情報・相談課

☎21-7530（相談専用）
◇�来所・電話　月～金曜日、
午前9時30分～午後4時
女性のための相談
人権・男女共同参画課

☎21-9611（相談専用）
◇��来所・電話　月～金曜日、
午前9時30分～午後4時

　基本の歩き方や効
果アップのポイント
を学び、屋外を約2
㌖歩きます。
　3月8日（月）午後1
時30分～3時。当日
午前7時直前のNHKの
天気予報で、横浜の
正午～午後6時の降
水確率が50㌫以上の
場合は中止。保健セ
ンター。市内在住・在勤の方30人（当日先着順）。タ
オル・帽子・飲み物・お持ちの方は健康サポート手
帳。動きやすい服装と靴でお越しください。

問　　健康課☎55―2111

中
央
図
書
館

〒
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浅
間
町
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☎
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０
４
１
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8･

15･

22･

３
月
1
日

■
中
央
図
書
館
の
特
集
展
示　
２

月
24
日（
水
）ま
で
。
①
幕
末
特
集

　
貸
出
室
②
あ
ま
～
い
本　
こ
ど

も
室
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　
絵
本
な
ど

が
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
市
内
在
住
の
１
歳
未
満

の
子
ど
も
と
保
護
者
。
詳
し
く
は

美
術
館

〒
２５４‒
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西
八
幡
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㊡
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３
月
1
日

■
宮
川
慶
子
展　

生
命
は
自
分
自

身
で
は
完
結
で
き
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い　

現
代
作

家
・
宮
川
慶
子
の
作
品
約
20
点
を

博
物
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３３‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
8･

15･

22･

３
月
1
日

■
ポ
ス
ト
特
別
展　

よ
み
が
え
る

少
年
の
日
　々

佐
草
健
ボ
ー
ル
ペ

ン
画
展　
２
月
28
日（
日
）ま
で
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
。

■
相
模
川
Ｖ
Ｓ
酒
匂
川　

プ
レ
ー

ト
境
界
に
生
ま
れ
た
河
川　
二
つ

の
川
の
成
り
立
ち
や
、
地
質
学
的

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
３
月

12
日（
金
）ま
で
。
寄
贈
品
コ
ー

ナ
ー
。

■
郷
土
史
入
門
講
座
①　

近
世
丹

沢
の
環
境
と
景
観　
２
月
21
日

（
日
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
。
講

堂
。
30
人（
抽
選
・
市
内
在
住
の

方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル
で（
１
通

に
つ
き
２
人
ま
で
）、
２
月
10
日

（
水
）ま
で
に
、
博
物
館

m
use-

event@

へ
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

太
陽
系
探

査
最
前
線　
近
年
、
小
天
体
や
火

星
の
探
査
で
多
く
の
成
果
を
上
げ

図
書
館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
中
央
図
書
館
の
映
画
会　

日

程
・
時
間
・
内
容
な
ど
、
詳
し
く

は
図
書
館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
各
図
書
館
の
臨
時
休
館　
特
別

整
理
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休
館

し
ま
す
。
①
中
央
図
書
館　
２
月

25
日（
木
）～
３
月
４
日（
木
）②
北

図
書
館　
３
月
５
日（
金
）～
10
日

（
水
）③
西
図
書
館　
２
月
４
日

（
木
）～
９
日（
火
）④
南
図
書
館　

２
月
12
日（
金
）～
17
日（
水
）。

～
午
後
０
時
30
分
。
西
部
福
祉
会

館（
公
所
868
）。
市
内
在
住
で
家
族

を
介
護
し
て
い
る
方
６
人（
抽
選
）。

募　
電
話
で
、
２
月
12
日（
金
）ま

で
に
、
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０

０
へ
。

生
き
が
い
事
業
団
の
女
性
向

け
入
会
説
明
会

　
家
事
援
助
な
ど
の
仕
事
を
し
て

い
る
女
性
会
員
が
、
体
験
談
を
話

て
い
る
中
で
、
最
新
の
太
陽
系
探

査
を
紹
介
し
ま
す
。
２
月
13
日
～

28
日
の
土
・
日
曜
日
、
午
後
２
時

～
２
時
50
分
。
各
回
32
人（
当
日

先
着
順
・
投
影
日
の
午
前
９
時
か

ら
博
物
館
の
受
付
で
整
理
券
を
配

布
）。
200
円
、
18
歳
未
満
と
65
歳

以
上
の
方
は
無
料
。
65
歳
以
上
の

方
は
年
齢
の
分
か
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

展
示
し
ま
す
。
４
月
４
日（
日
）ま

で
。
テ
ー
マ
ホ
ー
ル
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク　
３
月
13

日（
土
）午
後
２
時
～
２
時
30
分
。

■
新
収
蔵
品
展　

国
際
興
業
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に　
油
彩
画
な

ど
の
作
品
73
点
を
紹
介
し
ま
す
。

２
月
21
日（
日
）ま
で
。
展
示
室
。

200
円
、
高
校
生
・
大
学
生
100
円
。

し
ま
す
。
現
場
で
働
く
会
員
に
、

質
問
も
で
き
ま
す
。

　
２
月
15
日（
月
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。
生
き
が
い
事
業
団

（
西
八
幡
１
―
３
―
２
―
２
）。
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
女
性
９
人

（
先
着
順
）。
筆
記
用
具
。

募　
必
要
事
項
を
、電
話
・フ
ァ
ク

ス
・メ
ー
ル
で
、２
月
５
日（
金
）か

ら
、
生
き
が
い
事
業
団
☎
33
―
２

３
３
５

35
―
１
７
４
４

h-ik
igai@

m
a.scn-net.ne.jp

へ
。

↓

ウオーキング教室体験
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●配布のお問合せは、ミッド 0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）

　
市
美
術
館
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
美
術
に
よ
り
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
を
対
象

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
多

数
開
催
し
て
い
ま
す
。
技
法
講

座
や
、施
設
を
活
用
し
た
も
の
、

展
覧
会
出
品
作
家
が
講
師
を
務

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
美
術

館
な
ら
で
は
の
体
験
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
、
昨
年
２
月
を
最
後
に
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
臨

時
休
館
を
経
て
美
術
館
は
6
月

に
再
開
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

人
が
集
ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
開
催
で
き
な
い
状
況
が
続
い

た
の
で
す
。

　
通
常
よ
り
参
加
人
数
を
減
ら

す
こ
と
、
道
具
の
共
有
を
避
け

る
こ
と
、
手
洗
い
や
消
毒
を
小

ま
め
に
す
る
こ
と
、
換
気
を
す

る
こ
と
、
と
い
っ
た
感
染
症
対

策
を
講
じ
て
、
11
月
に
つ
い
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
再
開
し
ま

し
た
。
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
・
ピ
ク

ニ
ッ
ク
は
、
美
術
館
の
前
庭
に

あ
る
芝
生
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
広
げ
、
平
日
と
日
曜
日
の

2
回
開
催
し
ま
し
た（
写
真
）。

参
加
し
た
の
は
、
２
～
６
歳
の

子
ど
も
と
保
護
者
ら
17
組
34

人
。
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

装
飾
し
ま
す
。
そ
し
て
完
成
し

た
の
は
、
お
気
に
入
り
の
電
車

や
空
想
上
の
生
き
物
な
ど
、
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
。
最

後
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
み
ん

な
の
前
で
自
分
の
作
品
に
つ
い

て
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
浮
か
ぶ
笑
顔
は
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
の
表

れ
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
作

品
が
、
美
術
館
を
明
る
く

彩
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
誰
も
が
安
心

し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
多
く
の
笑
顔

を
見
ら
れ
る
日
が
来
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。

美 術 館 だ よ り

美 術 館  ☎３5 ― 2 1 1 1

美 術 館 の
ワークショップ

　マスクの着用、うがい手洗い、手
指消毒の徹底。新型コロナの流行に
より、日々の生活の中で、皆さんもさ
まざまな対策をされていることと思
います。
　今回紹介するこの本は、「健康を保
つ基本はバランスのとれた食事！」
をテーマに、献立レシピの紹介はも
ちろん、栄養素や摂取カロリー、塩
分といった基礎的な部分も分かりや
すく解説しています。
　新型コロナだけでなく、インフル
エンザや風邪も気になるこの頃。お
いしいもので栄養を取って、体の内
側からも健康になりませんか。

『体にいい！
 栄養バランス満点のおいしい献立』
　著者：岩

いわ

﨑
さき

啓子　出版：学研プラス
　令和元年６月発行　所蔵館：中央図書館

感染症に関する本を
紹介 問  中央図書館☎31―0415 w

ウ イ ズ

ith
コロナ

コ ラ ム

新 型 コ ロ ナ
関 連 記 事 感染拡大中！基本の対策をもう一度
テークアウト•デリバリーで
飲食店を応援しよう

　使い捨てのマスクは、可燃ごみとして処分してください。手作
りマスク・布マスクも、資源再生物ではなく可燃ごみです。
　正しくごみを捨てることが、家族だけでなく、ごみを扱う市の
職員や廃棄物処理業者の感染症予防につながります。ご協力をお
願いします。

問　収集業務課☎️21−8796

●平塚お弁当まっぷでテークアウトができる飲食店を見つけよう
　中心市街地の商業者を中心に構成される平塚まちなか活性化隊が作
成したアプリ「平塚お弁当まっぷ」で、テークアウトができる市内の飲
食店のメニューや写真を見られます。詳しくは、上の2次元コードを読
み取り、ウェブをご覧ください。

問　平塚まちなか活性化隊の八木☎️090−7235−6004

●＃h
ヒ ラ ツ カ フ ー ド

iratsukafoodプロジェクトで商品を紹介しよう
　ツイッターで「＃hiratsukafood」とハッシュタグを付けて発信する
と、市がリツイートして飲食店の取り組みなどを広く発信します。

問　商業観光課☎️35−8107

　県の夜間営業時間の短縮要請に協力した飲食店などに、支援金を交
付します。申請方法や詳しい要件などは、市ウェブをご覧ください。
対象　次の全てを満たす飲食店など。①市内の店舗で営業している中
小企業または個人事業主など②県新型コロナウイルス感染症拡大防止
協力金（第5弾）の交付を受けている③店舗で従業員を6人以上雇ってい
る（1事業者が複数店舗を営業している場合は店舗ごと。雇用期間が2
カ月を超え、1月12日〜2月7日の全てを雇用期間に含む従業員に限り
ます）④申請時点で廃業していない。
支援額　従業員6人目から、1人当たり10万円。時短営業要請をしてい
る1月12日（火）〜2月7日（日）のうち、時短営業をしなかった日数1日に
つき、1人当たり5，000円を減額します。上限は1店舗当たり50万円。

問　商業観光課☎️35―8107

雇 用 維 持 を 応 援
従業員6人以上の飲食店などに支援金

家庭でのマスクの捨て方
ゴミ箱には

ゴミ袋をかける
捨てるときは
しっかり縛る

捨てたあとは
よく手を洗う

（
文
：
市
美
術
館
学
芸
担
当　
品
川
ち
ひ
ろ
）




